
【平成19年康 行   事等実績】  
惨考資料2  

献血運動を全軍的な皿民運動としてさらに盛り上げるために開催。  日本赤十字社共催  

平成柑年7月4E】  鱒血運動推進全四大会  福井県   国民  
（昭和天1記念職血推進賞、昭和天皇記念学術暮授与及び日本赤十字社雷功  
書授与（皇太子殿下）、厚生労働大臣表彰状及び感謝状贈呈（∬生労働大臣）、  
積井県知事感謝状贈呈（檀井県知事）  

平成柑年7月  愛の血液助け合い運動  皿民   愛の血液助け合い運動月間の一班として、都道府県専（約38，000枚）へのボス  
ターのl已布。   

平成19年11月－20 3  厭血書及啓発広告の雑誌掲載  10代－20代の若年層   r週間少年ジャンプ」、rテレビジョンJ、「nOnnO」、r8mO代」の雑誌媒体への広  
年月  昏掲戴。  

献血薯が濾少しがちな冬期におしiて安全な血液製刑を安定的に趨保するため、  

平成20年1月1日－ 2月29日  「はたちの献血」キャンペーン  国民  
新たに成人式を迎える「はたち」の若奪を中心として広く四民各層に徹血に蘭する  
理解と協力を求める運動の一環として、都道府県響く約3†．〇00牧〉へのポスター  
の配布。   

献血tが少なくなる書の時期にあわせ、若年層を中・bとした四民の欺血に対する  

厚生労働省  
憲職の高綿と献血●加促進を図る目的で行う。  

平成20年2月＝日  献血推進の街頭キャンペーン  東京・お台場   瑠民（特に若年層）  食糧をけんけつちゃん／トクに1立て、けんけつちゃん親子塗り絵コーナーや、  
けんけつちゃんとの記念博影コーナーほか、「けんけつちゃん線描き卿」の初披  
霞やけんけつ体恥特別ゲストとして俳tの永井大さんをお招きしてのトーク  
ショーなど多様なステージをよ聞。  

中学生用血液及び軌血につ  
平成之0年3月   いての正しい知識の書及啓発  中学生   

中学生に対し、血液及び献血についての正しい知捜の書及啓発を図れるような  

資材（ボスタ⊥）制作  
ポスタ丁を中学校（約34，000枚）及び林道府県尊（約乙000枚〉へ配布。  

近年、少子高齢化に伴い癒血可脆人口ゎく減少する中、矧こ若年簿職血肴の液  
平成20年2月  献血普及アニメ⊥ション（DVD〉 制作（高校生向け）  高校生  

少が書しいことから将来の血液製剤の安定供絵の確保を園ること目的とした、献  
血讐及アニメーション（書校生向け）を制作し、全四の高校（約8，100枚〉及び各覇  
遭舟県＃務主甘課専（約2DO枚）に配布。  

献血につし＼ての副読本（HOP  
近年、少子高l削ヒに伴い献血可能人口が減少する中．特に若年廿職血書q減  

平成2q年2月   STEPJUMP（高校生用・歓  高校生  
員用））制作  

，  

及び教▲（約123．008部）等に配布。   
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血液センター共催  

H19．11．1－30  ティーンズドナー献血推進キヤ  道内一円   
近年、10▲代から之0▲代の敲血書が雫少愉向にあることから」これらの年舶用  

ンベーン  1P▲代から20▲代の道民  
に対する書及書泉を強化するため血液センターと共催で著書を対儀とした事薫  ポスターの作成‡  

1．000枚  

H19．丁．23一一25  愛の血液助け合い運勤パネル よ  道庁1階遭政広報コーナー   他職住民   まの血液助け合い運動月間の一環としt「献血パネルよ」を開催した，   血液センター共催  

H20．1．15・｝1¢  はたちの献血ポスター最．  道庁1階道政広報コーナー   地域性長   はたちの献血キャンペーンの一環としてポスターよを開≠した。   血液センター共催 
北海道  

北濃遭旭川赤十字血凛センターの移動献血事を市内に巡回させ、稚内市立図書  
H19．10．1・一5  献血推進タウン瞥発   稚内市内   地域佳良  せにおいて欺血に朋ナるパネルよを★施するとともに、献血推進に係る啓発★材 専の配布し 

、街頭R血の呼びかけを実施した。   

通年   広報   迂内一円   道民   
通年で報道機闇や各市町村lこ対する広≠責料の提供により欺血偶の書及啓  
発を行った。   北琴遭広報責料：通年 

H柑．8．18   北力遭社食▼献事の表彰  かでる2・7大ホール   ≠血脆遺功労書   職血の権道に組ヰを♯けて多大な功績があった団体や学校専を轟彰した。  血液センタ「共穐． 

札幌市交通削く嚢施してい別、学生亭事年を対tとしてし1も、一札幌わの施設を  

平成19年4月－9月  サタデー・テーリング   北海道赤十字血液センター   札幌市小学生4年－8年生  知り、郷土の知鶴を高めようと企画されているスタンプラリー方式虎事集に血液セ ン 
ターをスタンブポイント設覆場所として蓼加し、若年層の献血瞥暮をおこなっ  

た。   

平成18年叩  サマ⊥敲血キヤンベ「シ  北海道センター、附Aセンター及び壷 聞出譲所  遭民 全遭の≠生ボランティアクルーブが各地で自主的な企画で血と推計督■活動  
を集施した．  

ヰ成1○年1之月  クリスマス献血キャンペーン  北海遭センター、附1センター及び主 聞出液所  道学   全道の学生鱒ランチイアグループが各地で自主ぬ企画で献血と推進・瞥暮活動  
を実施した。  

北海導センター  

平成柑年8月  北海道学生献血推進協嬢会，  北海道赤十字センター   ノレープ   遭内学生献中経逢ボランティアグ   全速の学生ボランティナグループが叫鶉遭センタ「に集まり、キャンペーンの稟 施手綱の検討及び若年■献血の推進についての肘繊を行った。さらに、血策分  
画センターをよ事し、－血薫分宵月刑の知托を深めた。   

遭内学生献血推進ボランティアグ  
平成2ロ年1月  北海遭学生献血推進協議会  北海遭赤十字センター  ループ   キャンペーンの実鱒手綱の検討、若年■鬱血の織逢や掌中麒血のあり方及びポ  

ランティア組織のあり方専を協廿した．   

●一一－  

平成周年10月～12   第2匡けいのちと献血俳句コンテ スト      道内⊥円   
若年膚を中■心に疇広い年代から、職血に関する俳句の公募を行い、r麒血jを通  

月  」  道民  して支えられるー生●Jに士すを向けさせるとともに粧血清勧の書暮理解・雷鱒の  
機会を創出することを目的とする． 
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県民   
ラジオサj－ぺ－／く叫ポスター・t光掲示板にて歓血思想の瞥及啓発を四っ  

H19・7■－8  （全国〉愛の血液助け合い運動  県内一円  
た。   

r愛の血液助け合い運軌の一環として開催。大臣賞伝達・知事賞贈呈・日赤有  血液センター共催  
H19・8・10  献血感謝の集い   書森駅前ビルアウガ5階イベントホー  県民         ル  功士伝達・増血体験発表・ミニコンサート。県民の献血への理解を深めてもらう。  蓼加書 約200名  

青森県学生徹血推進遍絶食が企匝・運営。  血液センター共催  
H19・8・10  学生サマー献血キャンペーン  t森駅前ビルアウガ 槙   県民  主に大学生ボランティアによる歓血呼びかけ・ティッシュ配り・兼ぐるみヰ作りプ  

ラカード＝ドリンクサ巴ビス；献血パス蔵♯。  献血受付書一こ56名  

八戸市近陽性雇   
公会堂内に欺血・巣材す髄・献埴のブースを設け、蓼加害に悦明をしたり、／くン  

書森県  Hlg・g・30  八戸健膿まつり   八F市公会堂  フレツトを配布。   

Hlg・12・Z、9．1  書森県掌生献血推進暮絶食が企臥遺書。 主に大学生・高校生ボランティ7による欺血呼びかけ・ティッシュ配り・ドリンク  血液センター共催 鬱加筆生：55名  
6   ン  県内8箇所のショッピングセンター  県民  サービス・書ぐるみとの記念躊影・手作り絵本J紙芝居・アノ／くンマノのエキス放 映 

り＼ンドベル・ドリンクサービス・くじ引き。   

H20・1・－2  は甘けーはたちの廠血キヤン ベーンJ  県内一円   県民   ラジオ・フリーベー／ト・ポスターにて献血思想の書及啓発を区った。   血液センター共催  

通年   4001雨職血強化運動   県内一円   熱血協力事業所   県献血推進協雑食t名（知事）で、各協力義♯所へJ400ml献血の腕力を文暮■  
にてお廉いした。   

【岩手県】  

岩手県  7月18日   知事・日赤県支部量感謝状贈  エスポウールいわて  献血推並協力団体及び個人   献血の推進に積極的ヒ協力」他の模範となる団体及び個人に対し、知事及び  血液センタ」共催  
i式  日本赤十字社岩手鱒支節最速名の感謝状を贈呈。   柑団体に対して感謝状を職i   

血液センタ「共催  
期間中献血実績（人）  

岩手県  12月8日   クリスマス献血キャンペーン  献血ルーム「メルシーJ   県民各庁   冬季における血液の安定確保と、r全四学生クリスマスキャンペーン20¢TJとのタ    献血受付数8，側7 献血書数ぇ707  
－12月25日  他県内†2ケ所  イアップによる若年用に献血の翰を広げる」とを目的に未熟   2（刀mし ′398  

400mし1．57く】  

成分  738   

血液センター共欄仁  
期間中僻血実績（人）  

バレンタイン献血キャンペーン  献血ルーム「メルシーJ   
冬季における血液の安定確保と、00Orn」献血の推進を目的に実施。  献血受付数乙4糾  

岩手県一  2月2日  県民各Ⅶ  キャッチフレーズ  献血者数1，973  
－2月14日  他県内7ケ所  

「職血はみんなの愛と勇気！J   200mL 
400mLl，080  

成分  81ヰ   
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・県内の高専学校、市町村、焦健所及  
び献血ルームりくス等に応募用紙及  
びポスターを配布  
インターネット、郵便響を利用（募集）  

イ献血者に拡謝する集い」で曇影  
・入暮作品によるラジオCM放送実施  

H柑．11．15（表彰式）  

H20．1．1・一日之0．乙29  

（ラジオCM放送）  Hl臥8．トーH19，8．31 （募集）  
献血思想の雷及と敲血意職の向上を逼るため、「職血」に関するシ才一トストー  
リー仕立てにした作品を募▲し、優秀作晶を表彰するとともに、入賞作晶によるラ 
ジオCH広報を行う。  

＿   

れ内のホ蠣事掛10枚に応募を呼びかけるなどし、  
117遷の応暮があった。  愛の献血70字ストー」ノー募▲ 事業  

若年∬を中心に嘔広い年代  

▲嬢】 

・無内の中幾枚♯の全生徒に応募用  次ゐ敵血細うヰ事生から、職血た鵬ナるぬターの公事陸行いこ欺血ゎあ暮  
H†瓢7．さ～H柑．0．丁 （■∵  
暮幕ト  性，1≠性を啓発し、近い将来の仙書の増押を図るとともに」止素作品を着用  血液センター共欄ト 

hlさ．1亭・18（≠彰式  配（二：  中学1年生－3年生 57軟から2♀8点申応募があうたJ 
式） 

今後とも安定的に欺血書を檀侵するたねには、若年■の献血が穫めて工手であ  
ることからバ献血」や「雷l血」に関するショートメッセージの暮轟をとおして、人町  

福島県  
メッセージ募集」   鱒専   H19．7．81－■H20．3．31   ふれあい伝書板事業「ショート   ・県内で実施される献血会場及び癖′   ・初ゆて献血した高校生讐 ・輸血を受けた本人またはその＃族∴    尊王と相互扶助の精神を基本理念とした献血土龍の書及啓発を特に若年∬に対 して図るとともに 

、広く県民への敵中への理解と協力を働きかける；とを日鱒キす  
る。 

ふれあい伝書板事業「絵本の■  
H用．12．之ユ  挑み働かせ」   場（ツイン広場） 専   児）に絵本「ぽくの血み～なの血」の輝み聞かせを学塵ボランティアに真施しても  

らい、ノ幼・小児期における献血思想中書及・警乗を図る，   鬱加した．   
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渡瀬運動公園（藤岡町）   栃木県医薬品配置協会や栃木黒革生献血推進蓮見「かけはし」の協力を得て、  血液センター共催  
H†9．6．9■一日l9．6．10  「県民の日J献血キャンペーン    県民         県民の日妃念イベント「どうゆうのけ  県民に対し、職血の書及啓発を行うとともに、移動採血書による献血を行うことに  来場者：約1．200寧  

んちょう？」会場内  より、「職血思想」の意繊の醸成を回ることを目的とする。   献血者数：7g名  

栃木県  
平成19年度愛の血液助け合い運動の関連行事として、特に献血事業に積極的  

H19，7．2¢  献血功労者表彰式及び記念コ ンサ 県民  に協力し、広くれ民の模範となるぺき功労のあった団体及び岱人に対して、歓血 に 
ート  推進協雑食全量の感謝状を贈呈するととも、県民を封書とした記念コンサート  

を蘭催し、献血の一層の推進を図ることを目的とする。   

H19．7．29   第22固辞馬県献血推進県民大   県庁県民ホール   
会  県内の献血功労者琴   献血功労者専の表彰を実施。また、採血車を配車し、献血の協力を仰いだ。  血液センター共催 出席者：県内各地から200名  

群馬県  

H之0．1．14   市内ショッピングセンター地内  により、若年層献血者を確保することを目的とする。   HZO、し1之及び  「はたちの献血J街硯キヤンベー  JR前橋駅、JR高崎駅周辺及び太巴  若年層を中心に幅広いせ代   「はたちの歓血上期間中、矧こ成人の日前後に街頂キャンペーンを夷施すること  血液センター共催  

日本7■ロ蜘力「リイ公式戦（J2）「サ●スハ●草津v8ベガルタ叫台」の試合を「欺血応恥  

へ’シナルマッチ」と銘打って血湘カー所曇の職血推準メッセ丁ゾ」の．華惰りトフタイム抽選  

サ■入八一草津「献血応注入＜●シヤルマッ  群馬県立敷■陸上競技場   
食また、けんけつちゃんの着ぐるみによる場内観客への職血PR専業嵐当日  

群馬県赤十字  H柑．9．之3  チJ開催  若年層を中心に幅広い年代  は献血書を記事し採血も行われたまた、監督が鮮血に協力され、選手による・   
職血の呼び込み（ポケットティシュ）も行われたこザえパ暮津は今年5月に敲血推  

掛啓攣に必蔓が献血PRポスター」の作成に協力、作成したポスターは献血団  
休場内幕尊事跡こ配布する予定としている。   

埼玉県l  

H19．7．24   愛の血液助け合いの▲い  埼玉会館   県民、受賞者  血液センター共催  
県民各層lこ献血思想の－暮及と麒血べの理解と協力を求めるものである。 

埼玉県  

H19，2．1－H柑．5．9  献血推進ポスターコンクール  
（井集）  

県内設置の中学生生徒  若年膚における鮮血の讐及を図るたれ歓血推遭用のボスターの原町を募集し、 t秀作晶を選考するtサ秀作晶においてポスターを作成献血の書及を図ると  血液センター共催        ともに 
、広く県民に呼びかけを行うものとする。   
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愛の血液助け合い運動  ■JR干集駅東口前並びにグノスタル広 鴇  れ民   
広く県由こ敲血への理解と協力を求めることをヨ的に、主催i出動こよ早道勤月  

H19．丁．1  

に献血へ呼び掛lナを実施した。   
間オープニングセレモニーの★施と「ポートクイーン千葉」によるうちわの配布並び   血液センター共催 イベントとして、れt音楽隊による潰★  

H19．8．1－8．31  干葉県公務員職場献血推進月  県内各地  県民   飲血協力者が濾少する8月に、県内の公瀾欄雇対韓に札ヰでの飲血の糞施を呼  
ぴかけ、この時期に必要叫液の確保を由ることを目的とする。   

H．19息5   学生サマーキャンペーン  ららぽ－とTOKYO－8AY   県民   工場の血液不足を補う手段の一つとし、若年層への献血の理解と協力を促す事  
を目的とする。軟血会場にて献血への呼び♯lナ専を★施．   約20名－28名名の学生が呼び掛lナをする。  

若年層に対する献血啓発活鵬の一斗として、暮段歓血に接することのない子供  

H柑．8．23   小学生献血学習会   干葉県千葉港赤十字血液センター  県内の小学校に在掌する児壬生徒と   に幼少時から献血に対する興味、関心を持ってもらうことで、将来的な献血推進  血液センター共催 大型バス始利和 
真東赤十字血液センター（視察先）  その保護者 ■た欺血学習／くスッアー．28枇 名の親子が蓼加  

について睨明、血液検壬・製剤工程尊施設よ事等を実施。）  

H．柑，寧．13   ライオンズクラブ凶隋協会33ユー C地区血  ホテルスプリングス幕張   県内ライオンズクラブ   県内ライオンズクラブを対女lこ、日頃の欺血事世話勤に対する意見交換や、事例   血液センター共催  
敲推進研究会  尭豪などをしてもらい今後申敲血暮仕活動に生かす∴  

千葉県  

H19．10．30   千集県融血感剛のつどい  干葉県文化会鵡   献血功労書及び献血協力推進団体  県内において献血功労肴及び献血協力推進局体に対して、嚢彰する。また、中・ 蔦枚生から敵血椎逢瞥発ポスターを暮蓼し、それぞれ知事賞1．名ヰ集■健鷹積 牡部長賞2名ヰ集れ赤十字血液センター所長★之名を選び、義彰した。  血液センター料腋 れ内の中事生135名、書抜生卸名から応募があった。  

H．19．1乙2ヱ  学生グノスマズキャンペーン  JR干葉駅東口前並びにクリスタル広 埠ららぽーとTOKYO－8AY  れ民   
全血統－キャンペーンを12月に行うことによりこ冬場の血液不應塵欄う手段の－  

H，柑．1之．2くI  
つとしこ若年■への献血の理解と協力を促す事を目的とするJ♯血会場にて献血  
への呼び掛lナ専を稟給√：   

精に触血協力者数が減少傾向となる冬期たヾ広く県長た対し欺血人の電解坤  

H20．1．12   はたちの献血キャンペーン  フルルガーデン八千代   県民  力を求めることを目的として、主催書出オによるオナプニングセレモニーを集札  
併せて、「千葉ロッテマリーンズ」選手とマスコットによるトークショー、サイン食、敲  
血クイズ専のイベント並びに献血呼び凱ナ専を菓施した。   末永仁志遭手 

H20．2．い一乙29  干葉県献血推進強晩月間  県内各地   県民   四が主唱する＝またもの厳血jキヤンべ「シゐ徹底を期するた柳こ、本れ埠自の して削鳩地のポ血さ場において曹糞責材の配を施した 
運勤≠布攣。   

H20．3．22   複数回献血クラブ 干葉市文化交流プラザ   県民   県民及び、職血協力凱±お井まり頂き、■一難血をする上での健鷹づく机講漬「糖尿   血滞センター共催   
爛漫放と健鷹体軌  
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携♯メールクラブ会■募集と、メールでの成分献血予約を推進するためにキヤン  
H19．10．い－H20．3．31  携帯メールクラブキャンペーン  東京都内各献血ルーム   ルーム来所献血者  ベーンを実施。期間中、メールで成分献血予約した会員と、明OmL献血のメー  

ル依頼に協力された会員に記念品を進呈する。   キャンペーン期間月平均1．500名  

H柑．11，4（ロ）  医学講演・赤十字救急應（AE  武蔵野赤十字病院1回  日頃の献血への協力に対するお礼として、携帯メールクラブの会員を対■とする  血液センター共催  
17（土）   東京群赤十字血液センター2【司   携帯メールクラブ会員  匿≠講漬と赤十字救急法講習会を開催し粧血の1葦性とAEDの使用法を含め  受講定■280名に対して1．100名以上の受講申込が  
H20．3．15（土）  ナーAED’’  た心肺蘇生法について理解・習得いただく。   あった。  

カード配付期間  
H19．9，い〉H19．11．18  

キャンペーン期間  
（DH†9．什19－  

H†9．12．り  冬季材血ほっとキャンペーン  東京都内各覇血ルーム   ルーム来所献血者   期間中に事Imこ配布したカードを持参の上献血に協力してくれた方に記念品を渡 すことで 

②H20．1．2－  、血液が不足する冬季（11月－4月上旬）の献血者確保を目的とする。  

H20．1．31  

③H20．3．10～  
H20．4．川  

H之0．2，†■－H20．2．29  携帯メールクラブ会員募集キヤ   携帯メールクラブのPRと会■書集を巨的としてキャンペーンを夷私期間中、 献血された方t‾簡単な／くズル「モヤっとスティックを配布「モヤっとス‾ッ  血液センター共催  

ンへ－ン  東京都内各献血ルーム   ルーム来所献血者  」ィクJ  
東京蘭ト  

（配布）  （もやっとスティック）  を解答し、携帯メールクラブに会1筆録された方は、次回献血時に記念品を進呈 する 
。   

移動採血現場で咄OrnL献血協力者にキヤンべ一ンカードを配粛し、次回そのカー  

H20．4月末   H19．4月24日～   400mL献血リピートキヤンペー ン  移動・出汁採血現場・都内無血ルー ム  4qOmし欺血協力舌  ドを持●の上再度4細山L献血に協力してくれた方に記念品をプレゼントする。年2  
凪以上の複数回献血者の媚加雪目的とする。   

♯内職血ルームで全血獣ヰ協力者にキャンペーンカードを配布し、次回そのカー  
H20．2月1日－3月31 日  チャレンジ成分キャンペーン  東京都内♯血ルーム （全血ル ルーム来所聯血書  ドを持●の上成分献血に協方してくれた方に記念品をプレゼントする。全血献血  

ームを除く）  協力書に成分献血の協力も曜びかけることで、十人当たりの職血国数の増加を  
目的とする。   

H20．2月1日－3月31 日  成分ト2・3献血キャンペーン  東京都内職血ル⊥ム （全血ル 都内献血ルームでキヤンベ」ンカ丁ドを配布し、成分獣血協力ごとに個スタンプ  
ームを除く）   ルーム来所鮮血青  を押印し、3回押印された方に記念品をプレゼントする。定期的に成分敲血にご協  

力をいただくことを目的とする。   

昔年膚への鱒血書尭事業として実駄小学生を対義にえライド学習及び′くゎレ  
H柑．8．丁｛一Hl⊆I．88  献血おもしろゼミナール  東京都赤十字血液センター （日本赤十字社辰巳ビル）   小学3年生以上の児童及び保護者   クイズ、検暮・製材・供給部円の所内よ事専を実施し．将来の献血書書戚及び概 血思想の讐及につなげることを目的とする 

．   

も継続して実施予定。   
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川県】  

1之月1日   神剰Il県聯血推進功労者嚢彰   横浜布教▼会償   
式  

献血推進功労書及び献血の絵ポえ  
ターよ入★薯   

血液センター共催  

10・一之月   
献血の絵ポスターよ   横浜マリタイムミュージアム他県内赤 十字ホ院  県内在任・在学の小中学生   職血可能年齢に逢しない小中学生が献血に間心左寄せる契機となるよう、献血  

に関する絵画を募▲する。   
神奈川県 

血液センター共催  
融血に閲する座学や献血ルームりくスの見学、一採血現場での呼び攣けや捜‘遇な  

8月8日－10日 12月26日  献血ボランティアスクール  県内3箇所の採血会場及びその周辺  県内在学の高校生  どのボランティア体験を通じて、書抜生が献血についてより深く理♯することによ  
り、自発的なボランティア活動の契機とすることを目的とする。  た。また、●加書を対■に12月により潔い内容でス  

クールを開催した。   

神奈川県内赤  ボランティア団体周士の交流を通じて、そゐ愉を広げるとともに、ボランティア量  
十字血液セン  ポラフェスタINlくANAGAWA  日本丸メモリアルパーク   県内ボランティア団体  轍の什勢を阿ることを目的とする。また、散血をボランティアとしての認織を広め  
ター   ることで、♯血暮龍向上への波及を期待するもの。   

出漬し、ホ血の現状やt蔓性などモリスナ一に訴え  
た。   

輸血療法を適正に市う上での糟間癖讐にういての理解を深れもって血液製材 の用のより 
平成20年3月8日  新潟県輸血フォーラム   新潟大学匿曲事総合■暁   輸血医療関係書 使一冊の書正化を図る。 

（内容）合同輸血療法婁1食、研究免i、鱗漬食 
義正せ用への理解と協力をお貞いした。  

新潟  県  通年   
血液センター共催  

献血書及講演会   高専半嶺   高校生   将来叩血を軍える著印、仙知恥書及輌を耶  縛で舞施．醜濃食後、献血呼びかけ活動に●加した  
高校生もいるなどこ書及啓発が四られた。  

平成19年9月7日  献血功労者義彰式   新潟県自治会館   献血運勤推進団体   よ年にわたり敲血に協力いただいている団体等を轟彰した。   血液センター共催  
今後も縫練的な協力が期待できる。   
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H19，5．11、5．24  赦▼現場への働きかけ  県教書記念館lまか   県内全高校鼻、県内半枚（小ヰ・高〉 の保健主事  献血■其の啓発書及についてt8力を働きかけた  

ショッピングセンターでの懸垂慕  
H19．7・8、H20．1・2   掲示  吉山駅前のショッピングセンター  一般県民   古山駅前の商業施設を活用し、献血啓発用の懸垂羊を掲示し、献血思想の普及  

く新規〉  を行った。  

H19．7・22   サマー軽血キャンペーン  ショッピングセンター   一般県民   夏場の血液不足解消のため、学生ボランティア主催によるキャンペーンを実施。  血液センター共催  

H19．7－†0、H20．1・2  献血啓発CMの上映   W、シネマコンプレックスで映画の本 編前にCM上映すもの  一般県民   献血推進CMを作成し、mや映画館で上映することにより献血の暮及啓発を行つ  
をる  た。  

H19．720－9．2（募集  県内小・中学生を対象に献血推進ポ  
糊付）  献血推進用ポスター井集・表彰   スターを募集し、優秀作晶を表彰する もの  未来の献血を担う児童生徒に対し献血への理解を深めた。   血液センター共催  
Hlg．10．2（】（表彰式）  

表彰式：古山t気ビル   

H19．8一日20．3  保健肺による健康相談く新規〉  献血協力企業など（献血事：県内5地  献血申込者のうち、比量不足などで  比重不足による献血セきなかった凱こ対し、保健師による健康相聯を実施し、健  血液センター共催     区）  血きかった方  鷹な血者の檀にめ  

軟でな   覿保努る  
富山県  

H19．7   コンビニとの寧携く新規〉  県内の某コンビニエンスストアー「05 店舗に掲示  一般県民   愛の献血たすけあいポスターを県内の某コンビニエンスストア⊥105店舗に掲示  血液センダー共儒  

H19，12・9   皇国学生クリスマス献血キヤン ペ ーン   一般県民   年末年始の血液確保のため、学生ボランティア主催によるキヤンベ⊥ンを実施  血液センター共催  

H20．1．4、1．10、1．1l  はたちの献血キャンペーン  県名各地ショッビングセンター、駅など  献血啓発資材篭の配布   冬期たおける血液不足の解消のため、街頭キャンペーンを実施し、広く県民に理 と力求た  血液センター共催  
解協を鱒  

献血暑の舞少、ニ著書の熱血鮭れなどが深刻なため 血こるのに H20．1．12（土）放映  献血推獲停職「軌山；行こう」 書細制作  
ちは古山県です」）9：30■－9：哨   

輸用血液の不足こ覿叫よ血液がどよう準用されているか章レポート  
く新規〉 し、献血に対する蘭心を事めることが目的である  

H20．ト14   「はたちの献血キャンペーン」イ ベント  ショッピングセンター   一般県民   ラジオ公開生放送による献血啓発活動及び」0Vヒメール会員募集イベントを集 施」■  血液センター共催  

H20．1．28－2．4  
H20．2，8－2．†8  献血ポスター優秀作品の展示  県内ショツビングセンター   一般県民   小中学生歓血推進ポスターコンクールの優秀作晶長示を行い、献血思想の讐及  

を周る  
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H19．7．トーH柑．10．31  

（募集）  

H柑．1乙18（表彰式）  県内中学生  県内中学生を対iに、献血に関すもポスターの公暮を行い、献血できる可能年  血液センター共催  

H19．12．12・－H20．1，9  
齢に達した際にも．献血に対する抵抗が少なくな右ことを期待する。   糾抜から、2∽点の応暮があった．  

（展示会）   

石川県  Hlg．7．1■－H19．8．3l  バス車内広告   内全域路線／くス  県民   
全肛的に実施している一月の愛の献血助け合い運動に併せて、れ丘への書及瞥  
先を目的とする  

Hl⊆l．8．29  

H19．10．20  沢医科大羊 沢学帝大竿  
ンベーンの実施   大学祭攣加着   著年膚lこ対する曽及曹発と、異動採決書を股正し、献血の体験を集施する，  血液センター共催  

H19．10．28   立■雄大事  

各市町成人式  新成人対象啓発   人式会壌  県内全紡成人   各市町における成人式出席者に警乗★材専を配布  

Hlg．7．1   愛の血液助け合い運勤街頭 キャンペ 
ーン   県民   ・欺血と併せ警乗書材の配布lこよる職血思せの書及警熟   血液センター共催  

Hlg，7．4   第43回献血運動推進会四大会  サンドーム猪井   全国の献血運勤推進に携わる簡保書 400  ・1太子廠下の御臨席を仰ぎ、第l節の献血功労者への1彰式、体験発表尊に  
約乙名  加え、書2さ8のアトラクションとして越前万▲、合唱、吹嚢集などを行？た。   

H柑．7．2g／8．5  中部ブ白ック統一学生サマー献 血キャンペーン之007  県内ショッピングセンタ⊥   県民   ・猪井県学生職血蛙遭瑚こよる街すキャンペーンを≠施し、紺こ若年1に対す るr散血思想の暮及啓発‾  血液センター主催  
i  

猪井県  H19．12．22／1乙23  全℡統一学生クリスマス散血 キャンペーン之00丁  県内シiッビングセンター   氏   」村井県学生欺血糎道連旦による街叫キャシぺ⊥ンを雫施し、附こ若年肌こ対す 血の  血液センター主催  
る献愚挙書及警乗こ  

H18．1乙23－ H20 県民  ・捜性的に血液が不足する冬季、書先にキーンベーンを1開し、母体での血小板 成献血安確保 
．5．30   分肴を定的にする。   

H20．l．2t，／1．27／1．29  臨時採血所の役覆  県内ショツビシグセリター   れ民 ・昔年庵を含め安虚した薫客力のある大型ショッピングセンタ」に臨時採血所を，  血液センター共催  
／乙1／乙2／2．3  朋没し、冬季における血液の安定供絵を邑る。   8日Ⅶで81丁人の方に欺血いただいた。  

H20．1．2ら   「はたちの献血」街頭キヤンベー ン  県内ショッピングセンター   無民   ・献血と併せ啓発資材の配布による♯血申せの書及警熟 血液センタ「爽催，   
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H19．7．14   愛の血液助け合い運動街頭 ペ 県民   愛の血液助け合い運動の期間に合わせ街環キャンペーンを稟乱ポケットティツ シュ琴配布 
キャンーン   。献血啓発CM放映。テレビ琴によるPR。   

H19．9．5   第25回献血運動推進大食  ベルクラシック甲府   県民   熱血功積看童形・（厚生労働大臣衰彰・賂棚状、県表彰、8赤表彰）。娩丸●加  
書は一般県民、献血功績書、市町村職員、関係団体等。   

山梨県  

H20．1，13   はたちの概血キャンペーン、街 ペ 新成人を中心とした若年層   はたちの職血キャンペーンの期間に合わせ街頭キャンペーンを実施。縛劃書専  
頭キャンーン   電布。甲府駅ビルに懸垂事掲示。テレビ専によるPR。   

H用．7・－H20，3  献血地域キャンペーン   各保健所管内（5箇所）   県民   各保健所管内において献血モデル市町村を遭定し献血啓発活動を実施。  血液センター共催   

H18．10．28■－10．28  

H之0．1．12・－1．14  市 飯田市の市内大  
血液センターのない地域の大型店に臨時の獣血ル」ムを設せし献血の啓発を  覿血書敵：198人   

行うとともに献血への●加を事る。   
268人  

H20．2．15・－2．17   
型店   18g人  

熱血書が減少するt軌冬期に大型店前に移動採血羊を記事し、学生ボランテイ  
H柑．丁．18、H柑．7．21  畢生ボランティアキャンペーン  長野市、飯田市の大型店椚   若年層を中心に相広い年代  アの協力でサマーキヤンベーニ〃クリスマスキャンペーンを実施し、献血書を確保   

する。   124人 

H19．5．3、H＝＝0．6、  

H19．1乙8  

H柑．5，28、H柑．8．2之、  
長野県  H2（】．1i28   

血液センター、献血ルーム以外に短期的に融血が行える場所を設定するため∴  
定例献血スポットキャンペーン  長野市、上田市、岡谷市、山形村ゐ  県民  

H19，8．18、H9．10．6、  大型店前  
畏野市上田市」岡谷布山脇村の大型店に定期的l－移動採血事を記事し定  血液センター共催  

HZO二l－5  
例スポットとして定着させることで献血書を確保する。   

H19．5，5、H20．】，4、  

H之0，3，柑  

献血雪が減少する寒い事訊こ、通勤者や若い世代申ラジオの視確辛が高い時 
Hl臥10・－H20．3  ’－けんけつ【啓発ラジオマンス  県民   

Ⅶ琴の筆地内で、平日の毎日、一同じ時Ⅷに、献血を呼びかける放送をすること  
リー放送   で、響組の視鴎凱こ■献血”という書巣を耳にする機会を増やし、献血協力者の底  

上げを図る。   

Hl！），7  
H20．1   ラジオスポット放送   全県   県民   県内民放ラジオ2局で献血スポット広告を放適し．♯血書を確保する。   放送回教：24回   
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キャンペーン期間中にれ内の全欺血ルーム、血液センター及び膏血会場におい  

H柑．7．1－H20．3．31  複数回献血キャンペーン  全献血会場   県民  て∞OmL献血をして、「けんけつちゃんお約束カード」をもらった方がもう一度ヰ∞  

mL欺血をすると先着笹∞○名に「ハローキティオリジナルシャープペン」を贈iし た 
。   

栄広場（名古1市中直触）   若年¶垣中心に幅広い年代   蒙知■学生献血遭盟所属の畢生ボランティアと協力し士」学生有志やタレントに  血液センター共催  愛  知県  H．柑．12．22   ン2007  
学生クリスマス献血キヤンペー  

よるステ「ジライブを夷鱒し、若年書への欺血協力を呼びかけた。 琴年叩への欺血協力の呼びかけ  

愛知県赤十字血濱センター（濃戸市）  
児霊期からの献血教★の推進を目的として、小学塵とモの保護書を封書とした親  血液センター共触  

み親子教室－   H19，8．15、16、21  血液おもしろゼミナール一夏休   （8月15・川ロ）  小筆董とその保撞着           愛知県量欄 手職血教主を開催した。   児1細からの獣血教▼の推進   
楕市）‘（8月21日）  

平成18年7月20日  平成19年圧点来県愛の献血・  栗東芸術文化会館さきら   受賞竜・日赤睾仕団層㈲血啓発協力  ≠血功労者に対する表彰状専伝達・贈呈式およぴESPERERAN之A／えすべらん  血液センター共確  
感謝のつどい  肴   ざによる記念講漬  

平成19年8月5日  rサマ「献血J   東近江保健所八幡支所   若年Ⅷ，周辺住民   学生献血ボランティアによる献血啓発活動  血液センタ「共鵬  
78人ゐ献血書 

平成19年9月98  湖北長浜1000人無血運勤  長浜勤労者総合福祉センター臨湖  周辺住民  血液センター共催 
178人の欺血書  

滋賀県  

平成19年12月之3 日  「クリスマス畝血キャンペーン」  JR近江八幡駅北口胃ロ   若年膚・用辺住民  半生献血ボランティアによる♯血管発癌勤   中濃センタ⊥共触  
177人の献血書  

平成19年12月24 日  「クリスマス献血キャンペーン」  西武大津ショツビングセンター  若年層・周辺住民   学生献血ボランティアによる献血尊貴活動   血液センター共催  
75人の献血書  

平成20年1月  「はたちの献血」キャンペーン  県内各地   成人式を迎えた書  市町を通じ、献血啓発資材の配布  
′  
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7月   愛の血液助け合い運勧  府内一円   府民   血液製刑の四内自給を日精し、啓先を実施   血液センター主催  

7月8日   夏の学生献血キャンペーン  末節駅前   府民   学生献血推進協繊会が主催し、僻血の呼びかけを実施   血液センター主催  
叫人数；176人  

京㊦府  10月18日   献血推進協力団体等表彰式  京軒府公咋   献血推進協力書専被喪七書   献血推進協力団体・個人の衰彰   団体衰彰；12Eヨ体、個人喪影；8人  

12月9日   クリスマスキャンペーン  京熱駅前   府民   畢生献血推進協縫会が主催し、クリスマスにちなんだ衣裳等により、敲血の呼び  
かけ専啓発を実施   献血人数；208人  

2月9日   はたちの献血キャンペーン  府内一円、京都駅前   府民   新成人を中心に麒血の啓発を実施、又学生献血推進協は金主催による、献血の  
呼びかけの実施   献血人数；101人   

H．18．7．1一－H19．9，30  
・府内の高専学校及び市町村融血推  

熱血献血キャンペーン塊敵国  
血液センター共催 

（募集）  

大阪府  献血推進のためのチャツチコ ピ 
ー（積桔）大募集  ・森ノ宮ピロティホール（特1をラジオ  

若年層を中心に幅広い年代   若年膚を中心に幅広い年代から、矧こ今画の募集は、複数回献血の必辛性を   
表）  

CM化して発表）  
の応募があった。   

大阪府  
本葬十  大阪府献血感謝のつどい  森ノ宮ピロティホール   献血功労者及び一般府民   歓中功労者漉彰及び講演会のこ部形式で実施。あわせてこ暮集事業の特賞作  
阪府支   品をラジオCM化したものを＃表。   
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